
ハイスピードの世界には

'レ
ミホイールが必要だ。

●マルミは飾 |)のためではない

つウトバーンをもつヨーロッパでは

玉当に速いクルマでなければ評価されません。
´々
リオン・ターボのヨーロッパ仕様車は

景高速度220km/h。

■まわりやブレーキなど、機構と装備をすべて

■0レベルで鍛えあげています。

三本版モデルも、メカニズムの素質は

三―ロッパ仕様車と同じ。

モ|||こそ″し′ビけゆと|)がありま
‐
す。

→
ンミホイールが標準装備 (GSR―Ⅲ・X)さ れて

るのも、このため。

ス下重量を軽くし、操縦安定性を高める
→
レミホイールは、

イスピードの世界には不可欠です。

・ /ヤは全車スチールラジアル.

コードグリップがすぐれ

~スペンンヨンの接地力をいかします。

●そのフォルムが高性能を生む

譲張感にみちたスタリオンのスタイリングか

モ行 1生能と燃費を向上させ、

言 |を安定させます。

三気抵抗係数CD=035。 揚力係数はフロント

[_l=015、 リヤCLR=011、 合計CL=026。

三―イングモーメントCMY=010、 横力Cs=033。

I可特性は各要素をバランスさせることが

■ずかしく、また実際の影響は複雑で

ミ壇だけでは語り尽せませんが

=界トップレ
ベルの、この数字は

~ク
リオンの高速性能を実証するデータの

1`つ といえまt
O―壼さの形がここまで進化

ラヽクタフ'ル ′ヽッドランフ
~の
オ果用で・ボノイヽットの

ニ́ント(イ頃余斗)化を徹底。

ボン不ツトからバンパまで一体造形でノーースに

強いスラントをもたせ、

ラジエータグリルの上下幅も最小にデザイン。

空気抵抗と揚力を低減した
7ス
ーバーースラント

ノーズ」で |

7ロントウインドの角度は、わずかに30度。

ボティ全体がクサビのように構成され、

空気の壁を切り裂いて進みます。

大11!エアロスカートは

ボテンの下に入り込もうとする空気を整流し、

揚力と空気抵抗を低減。

とくに高速安定性で最も重要なフロント揚力を

小さく抑えていますから

テス|ヽコースによる180km/h走行でも

路面にすいつくように、安定して走|)ます。

エンジンルームに冷却風を導入する役日も

果たし、ラジエータグリルを小さくまとめること

にも成功していま
―t

またルーフから流れた風はリヤエンドで

ダックテールに整えられ、

エアロスカートとともに揚力を低減。

高速での走行安定性を高めています。

さらに、ボテン表面の突起物を徹底的に排除

したフランンユ
‐サ~フエスボテンと

ハッチバックの流麗なラインか

空気抵抗を減少。

ボテイ前後の両端をしぼりこみ

ラフブラウンドの三次元曲面リヤクォータ

ウインドを採用して

空気抵抗とヨーイングモーメントを、ともに

小さくしています。

ボデイ断面を楕円に近いハニカム形状とした

タンブルホーム&夕 ~~ンアングの造形ですから

横風にも安定していまt

′ヽィ、|ヽ 重量を軽くし、操縦安定性を高め乗心地を回 liさ せるア '|ミホイーー・́ 6SR-l11ヽ 1

ミンユラン195'70HR14ス チー,レ ラジアルタイヤ(GSR―■ X｀

30・のローウインドアングルで空気抵抗を低減

ユニークな造形の大型エアロス=

サイドウインドと|'ヤクォータワ

エンジン冷却に役立つボンイ

リトラクタブルヘンドランプ(15=

｀｀ ヽ _ヽ

0′

予'中のク'レ マには空気の流れによって3つの力が働きます。車体を押し戻そうとする
~空
気抵抗」、中体を持ち 卜|すようとする

・
揚力」、

=f"ヽ車体を風下に回転させる
~ヨ
ーイングモーメント_ ― これらの力はクルマの形に左右され、高速になればなるほと大きくな|,ます,

テー'レエンドを軽くア,ブさせたダ/クテー'レ

ポテイと一体テザインのビ .レ トイァマ ァドガ ード
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